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 オーストリア・ザルツブルク大学クヒル校の、延べ面積１,５１０㎡の 3 階建て木造校舎です。このキャンパスでは、高

校から大学まで通して木造について学ぶカリキュラム（木工学・木造建築・家具デザインの 3 つの専攻コース）が組まれ

ています。その施設の 1 棟で、5 つのセミナールームの他、図書室や製図室、写真スタジオ等がありました。地下階と階段

室はＲＣ造、他は木造で、ボックスビーム（Ｈ580 ㎜・スパン 11m）+一部Ｈ鋼梁、集成材柱、妻壁に 3 層通しのＣＬＴ

（直交集成板）（厚さ 162 ㎜×幅 2.8ｍ×高さ 11.4ｍ）等が使用されています。内装にも無塗装木材を多用していますが、

外装木材もモミの無塗装の無垢材で自然変色任せ、築 4 年で真っ黒く変色していました。 

  

        内装にも無塗装木材を多用、構造材も耐火被覆はされていない。 



 

 

 次のところに、前述の木造校舎の図面や工事中の写真等が掲載されています（ドイツ語と英語です）。 

http://www.dietrich.untertrifaller.com/wp-content/uploads/2011/10/detail1.pdf 

 ウィーンの西 250ｋｍ程のところ（東西に長いオーストリアの中央付近）にザルツブルグ（「塩の街」の意）がありま

す。さらに西 100ｋｍ少しでドイツのミュンヘンです。そのザルツブルグの中心（モーツァルトの生家や、サウンドオブ

ミュージックの修道院やミラベル庭園がある）から、ドナウ川支流のザルツァハ川を南へ 20ｋｍ程遡ったところにクヒ

ルがあります。 ＜google 地図参照＞ https://www.google.co.jp/maps/@47.6298566,13.1492934,16.72z 

 

隣の Landesberufsschule Kuchl（職業学校）。周辺には Holzcluster Salzburg、Holztechnikum Kuchl や Akademie 

für Einrichtungsberater 等、「木材」や「家具」に関連する施設もあります。 

2009 年に竣工し、オーストリア初のパッシブ

ハウス基準適合で、年間一次エネルギー消費量は

117.2kWh/㎡、年間暖房エネルギー負荷は 10 

kWh/㎡、2010 年に「ウッド賞」を受賞したとの

ことです。 

左写真はＲＣ造の別棟で、研究室やラウンジ等

が入っていますが、こちらも内外装に木材が用い

られています。研究室や実習室の試験機や工作機

械等の設備も、木工好きには羨ましい限りの充実

ぶりで、別棟で木材乾燥炉もありました。 

（写真撮影日：2013.10.9） 

昨年の 11 月から始めて毎月「おもしろ建築物紹介」を書いてきました。今回で 2 年目に入ります。ちょっと変

わった建築物や木材利用建築物（中大規模木造）を対象にしています。建築物の概要や写真を掲載するのみでなく、

皆様がもっと詳しく調べるとか現地に出向かれることも想定して、場所の案内や＜google 地図参照＞も記入して

います（ストリートビューがあるところであれば、違った視点の外観も見られます）。 

もうしばらくは続ける予定でおりますが、皆様のご意見・ご感想をお聞かせ頂けましたら幸いです（築理会ＨＰ

の「お問い合わせ」も利用可能と思われます）。 

               飯山 道久   

（2018.11.01） 


